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評

金
岡

孝
著

「
文
章
に
つ
い
て
の
国
語
学
的
研
究』
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本
書
は 、
一
九
八
六
年
十
二
月
八
日
に
逝
去
さ
れ
た
金
岡
孝
氏
の
い
わ
ば 。
遺

著。
で
あ
る 。
本
書
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て 、
巻
末
の「
実
行
委
員
あ
と
が
き」

は 、
次
の
よ
う
に
述べ
て
い
る 。

金
岡
孝
教
授
の
亡
く
な
ら
れ
た
あ
と 、
同
教
授
の
御
論
文
の
コ
ピ
ー

が

二
冊
に
製
本
さ
れ
て 、
遺
さ
れ
て
い
ま
し
た 。
二
冊
と
も 、
文
章
論
に
か

か
わ
る
も
の
で 、
一
冊
は
具
体
的
な
文
献
や
作
品
に
即
し
て
考
察
を
加
え

ら
れ
た
も
の 、
も
う
一
冊
は
主
と
し
て
理
論
的
な
ま
と
め
や
展
望
を
行
わ

れ
た
も
の
で
し
た 。
な
お 、
本
文
の
上
欄
や 、
各
論
文
の
最
後
の
空
欄
な

ど
に
は 、
教
授
が
注
記
や
覚
え
書
き
を
加
え
て
お
ら
れ
ま
す 。
こ
れ
か
ら

考
え
ま
す
と 、
手
を
お
入
れ
に
なっ
て 、
文
章
論
に
関
す
る
御
著
書
を
刊

行
な
さ
る
お
積
も
り
で
あっ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す 。
(
中
略)
書
名

は
実
行
委
員
会
の
方
が
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が 、
I
H
と
い
う

部
立
て
や 、
論
文
の
掲
載
順
序
な
ど
は 、
製
本
さ
れ
て
い
た
も
の
に
従っ

て
お
り
ま
す 。

ち
な
み
に 、
実
行
委
員
は 、
古
田
東
朔 、
鈴
木
英
夫 、
清
水
康
行
の
三
氏
で

あ
る 。

評1 r文章についての国語学的研究』〔書

こ
う
し
て
刊
行
さ
れ
た
本
書
は 、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る 。
発
表
年

)
内
に
示
す 。

を

西

田

直

敏

四 三
上
代
の
文
章
に
お
け
る
表
現
意
識
の
発
達
(一
九
五
四)

古
事
記
の
万
葉
仮
名
表
記
箇
所
(
歌
謡
・
固
有
名
詞
を
除
く)
に
つ
い
て

(一
九
七
七)

源
氏
物
語
の
表
現
主
体

||文章論的考

察l|
(一
九
六
二)

文
章
表
現
に
お
け
る
主
体
の
問
題
||平安時代の作り物語につい

て
||

ご
九
六
三)

比
喰
に
つ
い
て
ーーその表現心理的情造と言語的性

格||(一
九
六
O)

曽
野
綾
子
の
文

章||「遠来の客たち」
について
||(一

九
五
五)

主
題
と
構
成
(一
九
六
四)

文
章
(一
九
六
五)

現
代
に
お
け
る
文
章
研
究
の
展
望
と
将
来
の
課
題
ご
九
六
八)

文
章
の
文
法
論
的
研
究
に
つ
い
て
(一
九
七
O)

文
章
論
の
位
置
づ
け
(一
九
八
三)

文
章
論
|いかなる意味で文法的事項か
ll

(一
九
六
九)

文
論・
文
章
論
の
指
導
(一
九
六
八)
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こ
こ
に
集
成
さ
れ
た
の
は 、
本
書
巻
末
の
「
金
岡
孝
教
授
研
究
業
績
目
録」

に
よ
れ
ば 、
金
岡
氏
の
文
章
論
に
関
す
る
ほ
ぽ
全
業
績
で
あ
る 。
こ
の
ほ
か
に 、

「
昭
和
田・
同
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望
文
章・
文
体」
(『
国
語
学』
第二

十
九
集
一
九
八
二) 、
「
回
想・
こ
の
一
冊
小
林
英
夫
著
『
文
体
論
の
建
設」」

(『
国
文
学』
一
九
八
三
年
八
月
号)
が
あ
る 。

こ
の
「
回
想・
こ
の
一
冊」
は 、
金
岡
氏
の
学
問
的
ス
タ
ー
ト

が
一
九
四
三

年
一
高
最
後
の
夏
休
み
に 、
ソ
シ
ュ
l

ル
言
語
学
を
紹
介
し
た
小
林
英
夫
氏
の

『
文
体
論
の
建
設』
と
の
出
会
い
で
あっ
た
こ
と
を
語っ
て
い
て
興
味
深
い 。

私
が
感
心
し 、
関
心
を
引
か
れ
た
の
は
「
実
演」
の
章
だっ
た 。
芥
川

と
室
生
の
前
記
両
作
品(
西
国
注 、
芥
川「
秋」 、
室
生「
愛
描
抄」)
に
つ
い

て 、
構
成・
構
文
法・
語
業・
品
調
な
ど
を
主
と
し
て
数
量
的
に
調
査
し

て 、
そ
れ
ら
の
結
果
(
文
体
構
成
要
素
と
い
う)
を、
両
作
家
の
性
格・
世

界
観・
芸
術
観
な
ど
(
文
体
因
子
と
い
う)
に
基
づ
い
て
比
較 、
説
明
を
加

え
た 、
こ
の
章
に
ひ
ど
く
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る 。
小
説
の
文
章
を

数
量
的
に
調
査 、
分
析
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は 、
激
石・
鴎
外
や
芥
川

の
小
説
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
人
生
の
書
と
し
て
し
か
読
ん
で
い
な
か
っ
た
私

に
と
っ
て 、
冒
漬
的
と
い
っ
て
良
い
く
ら
い
衝
撃
的
で 、
ま
た
痛
快
で
も

あっ
た 。

そ
の
十
月
に 、
東
京
帝
大
の
国
語
国
文
学
科
に
進
ん
だ
金
岡
氏
は 、
そ
の
年

の
四
月
に
京
城
帝
大
か
ら
着
任
し
た
時
校
誠
記
教
授
の
言
語
過
程
説
に
接
す
る

こ
と
に
な
る 。
ソ
シ
ュ
l

ル
学
と
ア
ン
チ・
ソ
シ
ュ
l

ル
の
時
枝
浬
論
の
谷
間

に
陥
ん
だ
金
岡
氏
は
応
召
し 、
敗
戦
で
帰
還 、
復
学
し
て
卒
業
論
文
を
書
く 。

言
語
表
現
の
美
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
し
た
私
の
卒
業
論
文
は 、
結
局

は
ソ
シ
ュ
l

ル
理
論
と
時
枝
理
論
と
を
往
復
す
る
よ
う
な
始
末
の
も
の
と

な
り 、
時
枝
先
生
か
ら
御
批
判
を
受
け
る
こ
と
と
なっ
た 。

と 、
金
岡
氏
は
述
懐
し
て
い
る 。
ち
な
み
に 、
金
岡
氏
の
卒
業
論
文
は 、
「
言
語

的
表
現
の
性

格||言語美論の序説として
||」

(『
国
語
と
国
文
学』
に
よ
る)
で
あ

っ
た 。金

岡
氏
の
「一言
語
美
論」
は 、
業
績
目
録
に
よっ
て
も
わ
か
る
通
り 、
そ
の

後
発
表
さ
れ
る
こ
と
な
く 、
ま
た 、
研
究
と
し
て
発
展
せ
ず
に
終っ
た 。
小
林

英
夫
氏
の
文
体
論H
言
語
美
学
の
金
岡
氏へ
の
影
響
は 、
そ
の
後 、
氏
を
時
枝

文
章
論
の
実
践
に
向
か
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
伺
え
る
よ
う
で
あ
る 。
ま
た 、
-

六

「
曽
野
綾
子
の
文

章||「遠来の客たち」
について
||」

の
文
章
分
析
法
は 、
小
林

文
体
論 、
波
多
野
完
治
氏
の
文
章
心
理
学
の
方
法
に
よ
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
る 。

波
多
野
完
治
氏
が
『
文
章
心
理
学』
(一
九
三
五)
で
比
輸
の
心
理
学
を
展
開

し
た
が 、
そ
の
影
響
か
ら
か 、
I

五
「
比
鳴
に
つ
い
て」
で 、
比
輸
を
「
い
わ

ゆ
る
表
現
の
文
体
論
と
か
表
現
論」
な
ど
言
語
学
的
な
課
題
と
し
て
と
ら
え 、

「
日
常
一
般
のきロ
語
表
現
活
動
に
見
出
さ
れ
る
一
現
象
と
見
て 、
そ
の
表
現
上
の

心
理
的
構
造
と
言
語
的
性
格」
を
考
察
し
て
い
る 。
比
輸
を
国
語
学
の
問
題
と

し
て
と
り
あ
げ
た
の
は 、
金
岡
氏
の
こ
の
論
文
が
早い
も
の
で
あ
る
が 、
金
岡

氏
に
よ
る
そ
の
後
の
展
開
は
見
ら
れ
な
か
っ
た 。

と
こ
ろ
で 、
金
岡
氏
の
研
究
業
績
目
録
の
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は 、
本

書
で
も
巻
頭(
I

こ
に
置
か
れ
て
い
る「
上
代
の
文
章
に
診
け
る
表
現
意
識
の

発
達」
で
あ
る 。
そ
の
「
序」
で 、
「
文
章
資
料
を
語
学
的
に
観
察
す
る
際
に
大

別
し
て
二
つ
の
研
究
態
度
が
認
め
ら
れ
る」
と
し
て 、
「
文
章
資
料
を
通
じ
て 、

特
定
の
時
代
に 、
特
定
の
言
語
集
団
が
用
い
て
い
る
言
語
の
体
系
と 、
そ
の
体

系
を
支
配
し
て
い
る
法
則
性
と
を
記
述
説
明
し
よ
う
と
す
る
態
度」
と
「
文
章

資
料
を
特
定
の
個
人
が
特
定
の
機
会
に
書
い
た
現
実
的
行
為
と
考
え
て 、
そ
の

個
人
の
伝
達
も
し
く
は
表
現
し
よ
う
と
す
る
特
定
の
素
材
が
い
か
な
る
言
語
形
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評) r文章についての国語学的研究』

式
に
よ
っ
て
文
章
と
し
て
形
象
化
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
記
述
し 、
そ
の
言
語

形
式
が
作
者
の
い
か
な
る
表
現
意
識
に
由
来
す
る
か
を
研
究
説
明
し
よ
う
と
す

る
態
度」
と
し
て
い
る 。
そ
し
て 、
「
本
稿
で
は
文
章
研
究
の
第二
の
立
場
に
立

っ
て
上
代
人
が
い
か
な
る
表
現
意
識
の
も
と
に 、
い
か
な
る
表
現
技
法
を
生
み

出
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
よ
う」
と
し
て 、
漢
文
か
ら
脱
化
し
て
い
っ
た「
準

漢
文 、
和
漢
折
衷
体 、
宣
命
書 、
真
仮
名
文」
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
意
識

を
論
じ
て
い
る 。
つ
ま
り
上
代
史
を
表
現
意
識
の
展
開
史
と
し
て
論
じ
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る 。
そ
こ
に
は 、
従
来
の
国
語
史
と
異
な
る
時
枝
国
語
学
的
な

問
題
の
た
て
か
た 、
対
象へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
し
か
た
が
見
ら
れ
る 。
随
所
に

問
題
提
起
的
な
解
釈
(
た
と
え
ば
真
仮
名
文
を
一

般
庶
民
階
級
の
手
に
成
っ
た
も

の

と
す
る)
が
あ
り 、
若
き
臼
の
金
岡
氏
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
が 、
今
日
の
上
代

文
章
資
料(
木
簡
を
含
む)
の
知
見
か
ら
す
れ
ば 、
真
仮
名
文
に
つ
い
て
の
解
釈

な
ど 、
そ
の
ま
ま
首
肯
で
き
な
い
も
の
も
あ
る 。
こ
の
論
文
の
次
に
置
か
れ
て

い
る
(
I

三
「
古
事
記
の
万
葉
仮
名
表
記
箇
所
(
歌
謡・
固
有
名
詞
を
除
く)
に

つ
い
て」
は 、
古
事
記
本
文
の
万
葉
仮
名
表
記
箇
所
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
古
事
記
の
文
体
を
究
明
す
る
一
つ
の
道
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る」
と
す

る
着
眼
か
ら
歌
謡・
固
有
名
詞
を
除
く
全
用
例
二
七
八
例
に
つ
い
て 、
注
を
伴

う
か
否
か 、
品
詞(
そ
の
中
の
名
詞一
四
五
例 、
動
詞
九
O
例)
と
そ
の
意
味
構
造

の
分
析 、
古
事
記
万
葉
仮
名
の
表
現
性(
日
本
書
紀
と
対
比)
な
ど
の
観
点
か
ら

精
細
に
考
察
し
て
い
る 。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
結
論
す
る 。
古
事
記
を「
名
詞 、

動
詞 、
形
容
詞
そ
の
他
の
実
詞
の一
部
を
万
葉
仮
名
で
表
記
し
て
漢
文
も
し
く

は
和
化
漢
文
の
中
に
混
入
せ
し
め
た
文
体」
で
あ
る
と
し 、
「
固
有
名
詞
を
取
り

除
い
て
も
万
葉
仮
名
表
記
の
箇
所
が
残
る
の
が 、
古
事
記
の
文
章
の
特
徴
で
あ

り 、
上
代
に
お
い
て
は
ほ
か
に
わ
ず
か
に
播
磨・
出
雲
の
両
風
土
記
等
に
み
ら

れ
る」 、
こ
れ
ら
は「
漢
文
の
和
化
と
い
う
よ
り
は
和
と
漢
の
混
渚
と
い
う
べ
き

〔書

も
の
で 、
古
事
記
の
文
章
は
和
漢
混
渚
体
と
称
す
べ
き
で
あ
る 。
し
か
も
後
世

の
漢
文
訓
読
体
の
流
れ
を
く
む
和
漢
混
潜
体
や 、
和
文
体
と
漢
文
体
と
が
雑
居

す
る
和
漢
混
渚
体
に
比
べ
る
な
ら 、
和
語・
和
文
と
漢
語・
漢
文
と
い
う
異
質

の
発
想
が
矛
盾
対
立
し
た
ま
ま
文
字
化
さ
れ
て
い
る
古
事
記
の
文
章
こ
そ
和
漢

混
治
体
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
思
う
の
で
あ
る 。」

こ
の
論
文
は 、
表
記
と
語
業
か
ら
文
体
の
性
格
を
つ
き
と
め
た
も
の
で 、
説

得
力
が
あ
る 。

金
岡
氏
が
三
十
代
後
半
に
力
を
注
い
だ
の
は 、
時
枝
文
章
論(
文
章
研
究)
に

お
け
る
課
題
の
一
つ
で
あっ
た「
主
体
的
な
も
の」
の
追
求
で
あっ
た 。
「
主
体

的
な
も
の
即
ち
作
者
が
ど
の
や
う
に
表
現
面
に
自
己
を
表
は
し
て
ゐ
る
か
が
分

析
追
求
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ら
う 。」
(
時
枝
誠
記
『
日
本
文
法
口語篇』)
と

い
う
問
題
で
あ
る 。

こ
の
命
題
の
実
践
対
象
と
し
て 、
金
岡
氏
は 、
源
氏
物
語
と
平
安
時
代
の
作

り
物
語
(
竹
取
物
語、
字
津
保
物
語、
落
窪
物
語、
堤
中
納
言
物
語)
を
選
ん
で
い

る 。
-

三
「
源
氏
物
語
の
表
現
主
体

||文章論的考

察||」
と 、
-

四
「
文
章
表

現
に
お
け
る
主
体
の
問
題
||平安時代の作り物語について
||」

が
そ
れ
で
あ
る 。

前
者
は 、
金
岡
氏
が「
文
章
論」
を
タ
イ
ト

ル(
こ
の
場
合
サ
ブ
タ
イ
トル
で
あ
る

が)
に
掲
げ
た
唯一
の
実
践
的
研
究
で
あ
る 。
後
者
は 、
文
部
省
国
語
シ
リ
ー

ズ

日
『
文
章
表
現
の
問
題』
と
し
て 、
前
半
に
市
川
孝
氏
の
「
文
章
論」 、
後
半
に

金
岡
氏
の
こ
の
論
文
等
を
収
め
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

こ
の
二
つ
の
論
文
は 、
主
題 、
方
法
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が 、

三
の
「
源
氏
物
語
の
表
現
主
体」
の
方
が
基
本
で
あ
り 、
四
は 、
そ
の
発
展
で

あ
る 。三

の
論
文
に
は 、
次
の
「
要
旨」
と 、
後
に
触
れ
る
「
後
記」
が
付
け
ら
れ

て
い
て 、
金
岡
氏
の
「
文
章
論
的
考
察」
の
ね
ら
い
と
方
法
が
よ
く

示
さ
れ
て
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い
る 。〔

要
旨〕
源
氏
物
語
の
文
章
は
近
代
の
小
説
等
の
文
章
と
は
異
なっ
た
構

造
を
持つ
が 、
本
稿
は
作
者
の
表
現
態
度
が 、
ど
の
よ
う
な
形
で
文
章
に

現
れ
て
い
る
か
を
「
文
章
論」
の
課
題(「
言
語
の
主
体
と
文
章」
の
問
題)

と
し
て
考
察
す
る 。

源
氏
物
語
の
作
者
は
ま
ず
語
り
手
と
し
て
読
者
な
い
し
聞
き
手
の
前
に

登
場
し 、
そ
の
立
場
か
ら
物
語
を
叙
述
す
る 。
次
に
作
者
は
物
語
の
世
界

(
事
件)
と
語
り
手
と
の
聞
に
見
問
者
と
伝
承
者
を
介
入
さ
せ
る 。
こ
の
語

り
手 、
見
聞
者 、
伝
承
者
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
作
者
の
変
身
で
あ
る 。
そ

し
て
語
り
手
の
立
場
は
主
体
的
に
も
客
体
的
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
が 、

見
問
者
と
伝
承
者
の
立
場
は
素
材
的 、
客
体
的
表
現
の
形
を
と
っ
て
い
る 。

源
氏
物
語
の
作
者
が
こ
の
三
つ
の
立
場
を
擬
装
し
た
の
は
当
時
に
お
け

る
物
語
の
制
作
と
享
受
の
場
の
性
格
に
そ
の
理
由
が
求
め
ら
れ 、
ま
た
こ

の
よ
う
な
文
章
論
的
見
地
か
ら
解
釈
な
い
し
説
明
さ
れ
る
問
題
が
い
く
つ

か
あ
る
こ
と
に
気
付
く 。

従
来
の
源
氏
物
語
研
究
で
言
わ
れ
て
き
た 、
い
わ
ゆ
る
草
子
地
の
問
題
も 、

作
者(
語
り
手)
の
立
場
が
素
材
的 、
客
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
見
る
の
で

あ
る 。
こ
こ
に
展
開
さ
れ
て
い
る「
文
章
論
的
考
察」
は 、
見
方
に
よ
っ
て
は 、

一
種
の
物
語
解
釈
の
よ
う
に
も
見
え
る 。

こ
の
金
岡
氏
の
論
に
つ
い
て 、
本
書
の
「
あ
と
が
き」
に 、
山
下
宏
明
氏
が

国
文
学
者
の
立
場
か
ら
見
解
を
述べ
て
い
る
の
で 、
引
用
し
て
お
く 。

当
時
の
国
文
学
界
の
源
氏
物
語
研
究
の
動
き
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら 、

主
と
し
て
時
枝
誠
記
先
生
の
文
章
論
を
踏
ま
え
て 、
あ
く
ま
で
も
国
語
学

者
と
し
て
の
姿
勢
を
以
て
な
さ
れ
た
発
言
と
思
わ
れ
ま
す 。
そ
の
後 、
国

文
学
界
で
は 、
表
現
議
の
一
環
と
し
て 、
4叩
り。
が
論
壇
を
に
ぎ
わ
せ
ま

す
が 、
こ
の
先
生
の
論
で
気
づ
く
こ
と
は 、
現
在
な
ら
ば 、
課
題
を
作
品

の
方
法
と
し
て
と
ら
え 、
切
り
捨
て
る
作
者
へ
の
目
配
り
を
お
ろ
そ
か
に

し
て
い
らっ
し
ゃ
ら
な
い
こ
と
で
す 。
特
に
語
り
手
と
事
件
と
の
聞
に
見

問
者
を
惣
定
さ
れ
た
の
は
見
識
で
あっ
た
と
思
い
ま
す 。
着
実
な
調
査
と

鰍
密
な
読
み
に
基
づ
き
な
が
ら
も 、
事
実
の
報
告
よ
り
も
論
理
を
構
築
す

る
の
が
先
生
の
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
だっ
た
の
で
し
ょ
う 。

こ
れ
は
追
悼
文
で
あ
る
が 、
金
岡
氏
の
学
問
の
性
格
を
さ
す
が
に
よ
く
見
て

い
る 。
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こ
の
論
文
に
は 、
前
述
し
た
よ
う
に
「
後
記」
が
付
け
ら
れ
て
い
る 。
そ
の

内
容
は 、「
文
章
に
お
け
る
表
現
主
体
の
現
れ
方
に
は
二
つ
の
場
合
が
あ
る
こ
と

を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
と
い
う
問
題
を
五
百
字
余
り
の
字
数
で
述べ

た
も
の
で
あ
る
が 、
論
文
で
述べ
な
か
っ
た
基
本
的
な
考
え
方
を
補
足
と
し
て

記
し
た
も
の
で
あ
る 。
そ
の
要
点
は 、
「
表
現
主
体
の
立
場
が
直
接
主
体
的
に
現

れ
る
場
合」
と
「
表
現
主
体
の
立
場
が
は
っ
き
り
と
素
材
的 、
客
体
的
に
表
現

さ
れ
て
い
る
場
合」
と
が
あ
り 、
前
者
は 、
「
辞」
で
あ
る
助
詞 、
助
動
詞
等
の

使
い
方 、
語
集
の
選
択
の
仕
方 、
文
構
造 、
文
章
構
成
な
ど
に
現
れ 、
後
者
は 、

表
現
主
体
の
思
想 、
感
情
等
が
素
材
的 、
客
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
と
い
う 。
三、
四
の
両
論
文
は
と
も
に 、
後
者
の
場
合
を
論
じ
た
も
の
で

あ
る 。ー

に
集
成
さ
れ
た
論
文
は 、
金
岡
氏
の
学
問
的
関
心
の
所
在
を
示
す
も
の
で

あ
る
が 、
H
に
集
成
さ
れ
て
い
る
の
は 、
時
枝
流
文
章
論(
文
法
論
の一
部
門
と

し
て
の)
の
解
説
と
展
望
が
主
体
を
な
し
て
い
る 。
そ
の
解
説
と
展
望
は
金
岡
氏

ら
し
く
よ
く

行
き
と
ど
い
て
い
て
シ
ャ
ー

プ
で
あ
る 。
特
に
H
二
の
「
文
章」

は
概
説
と
し
て
現
在
も
十
分
に
参
考
に
な
る 。

金
岡
氏
自
身
は 、
時
校
文
章
論
の
発
展 、
充
実
を
目
指
し
た一
人
で
あっ
た



評) r文章についての国語学的研究j
こ
と
は 、
I

の
研
究
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が 、
H
の
論
考
を
発
表
年
次
に
従

っ
て
読
ん
で
い
く
と 、
文
法
論
と
し
て
の
文
章
論
の
成
立
に
つ
い
て 、
次
第
に

懐
疑
的 、
非
観
的
に
な
り 、
遂
に
文
法
論
と
し
て
の
文
章
論
を
否
定
し 、
「
文
章

論」
は
表
現
論
の
一
部
に
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
に
至
る
の
で
あ
る 。

こ
の
金
岡
氏
の
時
枝
「
文
章
論」
に
対
す
る
姿
勢
の
変
化
は 、
国
語
学
界
に
お

け
る
こ
の
三
十
年
ほ
ど
の
動
向
の
端
的
な
現
れ
で
も
あ
る 。
そ
の
経
緯
に
つ
い

て
は 、
こ
こ
に
述
べ
る
余
裕
が
な
い
の
で 、
拙
稿「
文
章
論
||時

空融記の『文章

詮を中心に
||」

(
国
語と
国
文
学
第
U
巻
第
5
号
一
九
九
O
年 、
拙
著『
文
章・

文
体・
表
現
の
研
究」
一
九
九
二
年
和
泉
書
院
所
収)
を
参
照
さ
れ
た
い 。

今 、
日
を
発
表
年
次
順
に
見
て
い
く
と 、
と
述べ
た
の
は 、
実
は 、
H
を
構

成
す
る
各
論
は 、
発
表
年
次
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る 。

本
稿
の
最
初
に
引
い
た
「
実
行
委
員
あ
と
が
き」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に 、

本
書
は 、
金
岡
氏
が
生
前
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
ま
ま
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ

る 。
著
者
存
命
な
ら
ば 、
出
版
に
際
し
て
当
然
手
を
入
れ 、
構
成 、
配
列
を
再

考
し
た
と
思
わ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る 。
そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
問

題
を
生
じ
て
い
る 。

「
実
行
委
員
あ
と
が
き」
の
中
に 、
「
H
の
文
章
論
の
中
で
は
重
複
し
て
い
る

よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
ま
す
が 、
他
方 、
独
自
の
御
見
解
も
示
さ
れ
て
お
り 、

金
岡
教
授
の
お
い
で
に
な
ら
な
い
現
在 、
あ
え
て
そ
の
ま
ま
に
い
た
し
ま
し

た 。」
と
あ
る
よ
う
に 、
H
の
文
章
論
の
中
で 、
文
章
論
の
課
題
と
そ
の
研
究
に

つ
い
て
述
べ
て
あ
る
「
二

文
章」
(一
九
六
五
年
『
口
語
文
法
講
座
6
用
語
解

説
編』)「
三

現
代
に
お
け
る
文
章
研
究
の
展
望
と
将
来
の
課
題」(一
九
六
八
年

『
作
文
講
座
4
文
章
の
理
論』) 、
「
四
文
章
の
文
法
論
的
研
究
に
つ
い
て」(一

九
七
O
年『
名
古
屋
大
学
教
養
学
部
紀
要
人
文
社
会
研
究」
第
十四
輯) 、
「
五
文

章
論
の
位
置
づ
け」
(一
九
八
三
年
『
日
本
語
学」
第二
巻
第二
号)
の
四
篇
に
は 、

〔書

内
容 、
引
例 、
叙
述
な
ど
重
複
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り 、

続
け
て
読
ん
で
い

く
と 、
や
や
煩
し
く
も
感
じ
ら
れ
る
が 、
よ
く

読
ん
で
み
る
と 、
こ
か
ら
三、

四
へ
と
読
み
進
む
に
つ
れ
て 、
金
岡
氏
が
時
枝
流
の
文
法
論
の一
部
門
と
し
て

の
「
文
章
論」
の
成
立
に
懐
疑
的 、
悲
観
的
に
なっ
て
い
く
の
が
読
み
と
ら
れ

る 。
そ
う
し
て 、
五
に
至っ
て 、
金
岡
氏
は
完
全
に
否
定
的
に
な
り 、
「
文
章
論」

は
文
法
論
で
は
な
く 、

表
現
論
の
中
に
位
置
づ
り
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る

よ
う
に
な
る 。
こ
れ
を
具
体
的
な
例
で
言
え
ば 、
「
文
の
連
接」
の
問
題
に
つ
い

て 、
こ
で
は 、
「(
文
章
論
の
ご
つ
の
中
心
的
課
題
と
し
て 、
い
く
つ
か
の
成
果

が
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う 。
こ
の
問
題
は
文
法
論
と
し
て
の

文
章
論
の 、
い
わ
ば
成
否
の
鍵
と
も
い
え
る」(
本
書
前ぺ
l

ジ)
と
し 、
三
で
は

「
文
法
学
と
し
て
の
文
章
論
の
中
該
的
問
題
で
あ
り 、
そ
の
成
否
の
鍵
と
い
う
べ

き
も
の
だ
と
い
え
よ
う 。」
(
四ペ
ー
ジ)
と
し
て
い
る 。
四
で
は 、
文
の
連
接
の

問
題
を
文
法
論
的
考
察
の
対
象
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
立
場
は

維
持
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が 、「
接
続
語
句
に
よっ
て
統
合
さ
れ
て
い
な
い

文
と
文
と
の
関
係
を
文
法
論
的
に
扱
う
こ
と
は 、
接
続
語
句
を
当
て
は
め
て
み

る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
は
不
可
能
だ」
(
問ぺ
l
ジ)
と
主
張
し
て
い
る 。
次

に 、
五
で
は 、
接
続
詞
に
よっ
て
連
接
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
文 、
た
と
え
ば 、

「
天
候
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た 。
が 、
集
会
は
予
定
ど
お
り
行
な
わ
れ
た 。」
は 、

「
合
わ
せ
て
文
法
論
(
文
法
学)
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う 。
し
か

し
こ
の
場
合
前
文
と
後
文
と
が
ど
の
よ
う
な
連
接
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と

は
「
が」
と
い
う
接
続
調
の
意
味・
用
法
を
手
が
か
り
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あっ
て 、
結
局
は
接
続
調
『
が』
の
意
味・
用
法
の
問
題
と
大
差
が
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う 。
接
続
調
『
が』
の
意
味・
用
法
は
語
論
の
問
題
と
し
て

扱
う
こ
と
が
で
き
る 。」
(
問ぺ
l
ジ)
と
し 、
「
接
続
を
示
す
語
句
を
欠
い
た
二

文
間
の
連
接
関
係
の
問
題
は
文
法
学
の
領
域
を
こ
え
た
も
の
と
考
え
る 。」
(
瑚
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ペ
ー
ジ)
と
す
る 。
こ
う
し
て
金
岡
氏
は
文
法
学
は
文
を
極
限
と
す
る
と
し
た
山

田
文
法 、
橋
本
文
法
の
立
場
を品同
定
す
る
に
至
る
の
で
あ
る 。

三、
四、
五
と 、
金
岡
氏
の
「
文
の
連
接」
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
え
方
の

推
移
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が 、
問
題
は
こ
の
後
に
あ
る 。
五
で 、
「
文
の
連
接」

が
文
法
論
と
し
て
の
「
文
章
論」
の
問
題
と
な
り
え
な
い
こ
と
を
断
定
し
た
金

岡
氏
が
「
六
文
章

論l|いかなる意味で文法的事項か
||」

で
は 、
「
在
来
の一

般
的
な
文
法
的
な
文
法
論
の
立
場
か
ら
文
章
論
の
課
題
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も

の
に
『
文
の
連
接』
の
問
題
が
あ
る 。」
と
し
て 、
長
田
久
男 、
市
川
孝 、
服
部

四
郎 、
宮
地
裕
各
氏
の
説
を
挙
げ
て
肯
定
的
に
説
明
を
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

(
拙
|

捌ぺ
1
ジ) 。
更
に 、
「
七
文
論・
文
章
論
の
指
導」
に
な
る
と 、
現
行
の

文
法
教
科
書
の
問
題
点
の
第一
と
し
て 、
「
文
章
論
は 、
文
法
論
と
し
て
の
体
系

が
完
成
さ
れ
て
い
な
い
今
日
の
段
階
で
は
文
法
教
科
書
の
中
に
取
り
入
れ
る
の

に
は
異
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い 。
し
か
し 、
接
続
詞
は
意
味
の
上
か
ら
文
と

文
と
の
連
接
関
係
を
表
す
も
の
が
多い
か
ら 、
単
語
論
の
中
で
扱
う
だ
け
で
は

十
分
と
は
い
え
な
い 。
ま
た
指
示
語
の
前
文
も
し
く
は
後
文
の
内
容(
の
全
部
ま

た
は一
部)
を
文
中
に
取
り
込
む
働
き
が
あ
る
か
ら 、
文
と
文
と
の
関
係
に
及
ば

ざ
る
を
え
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い 。
こ
の
二
点
か
ら
だ
け
で
も
文
と
文
と
の

連
接
関
係
の
問
題
は
文
法
論
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し 、
文

法
教
科
書
に
お
い
て
も
扱
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う 。」
(
捌ぺ
l
ジ)
と
書
か

れ
て
い
る 。

き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
た 、
そ
の
す
ぐ
あ
と
に 、
肯
定
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら 、
読
者
は
途
惑
わ
ざ
る
を
え
な
い 。
実
は 、
六
は 、
一
九
六
九

年 、
七
は 、
一
九
六
八
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る(
い
ず
れ
も「
月
刊
文
法』) 。

論
文
集
が
執
筆
年
月
順
に
構
成
さ
れ
て
い
れ
ば 、
こ
う
し
た
問
題
は
起
こ
り
え

な
か
っ
た
と
言
え
る
が 、
テ
ー

マ
に
よ
っ
て
配
列
を
し
た
結
果 、
こ
の
よ
う
な

事
態
が
起
こ
る
こ
と
に
なっ
た 。
巻
末
の
業
績
目
録
を
見
れ
ば 、
発
表
年
代
が

わ
か
り 、
金
岡
氏
の
考
え
方
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
が 、

せ
め
て 、
各
論
文
末
に
発
表
年
月
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
ら 、
多
少
の
誤
解
防
止

に
は
なっ
た
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る 。

そ
れ
は
と
も
か
く 、

金
岡
氏
が
最
後
に
到
達
し
た
の
は 、
時
枝
文
法
論
に
お

け
る
「
文
章
論」
の
否
定
で
あっ
た 。
金
岡
氏
は 、
晩
年
に
至っ
て 、
山
田
文

法
の
「
文」
を
もっ
て
文
法
学
の
極
限
と
す
る
考
え
方
に
回
帰
し
た
か
の
よ
う

で
あ
る 。
時
枝「
文
章
論」
は 、
文
法
学
で
は
な
く 、
そ
れ
自
体
が
「
表
現
論」

で
あ
る
と
金
岡
氏
は
言
う
が 、
時
枝
学
説
を
継
承
発
展
さ
せ
た
形
の「
表
現
論」

の
見
取
図
を
示
す
こ
と
な
く

逝
去
さ
れ
た
の
は
誠
に
残
念
で
あ
る 。

こ
の
書
評
を
書
い
て
い
て 、
気
に
なっ
た
の
は 、
本
書
を
読
ん
だ
若
い
読
者

が 、
文
法
研
究
と
し
て
の
「
文
章
論」
は
成
立
し
え
な
い
と
思
い
こ
ん
で
し
ま

い
は
し
な
い
か
と
い
う
懸
念
で
あ
る 。
確
か
に 、
文
法
研
究
と
し
て「
文
章
論」

が
成
立
し
う
る
か
否
か
は
論
議
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。
が 、
一
方
で
は 、
文

法
研
究
も
多
様
化
し
て
い
る 。
文
論
の
延
長
と
し
て
の
「
文
章
論」
は
金
岡
氏

の
否
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が 、
閉
じ
時
枝
文
章
論
か
ら
出
発
し
た
永
野
賢
氏

は 、
文
章
構
造
の
解
明
を、
文
脈
展
開
の
流
れ
を
解
析
す
る「
連
接
論」 、
文
章

全
体
の
結
構
を
解
析
す
る「
連
鎖詳細」 、
文
章
の
統一
と
完
結
を
明
か
に
す
る「
統

括
論」
の
三
部
門
か
ら
成
る
「
文
法
論
的
文
章
論」
の
体
系
と
研
究
例
を
『
文

章
論
総
説
11文法的考

察||』(一
九
八
六
年
朝
倉
書
庖)
に
結
実
さ
せ
て
い
る 。

ま
た 、
文
法
研
究
と
し
て
の
「
文
章
論」
に
限
ら
ず 、
もっ
と
広
い
文
章
の
研

究
(
時
校
氏
の
「
文
章
研
究」 、
金
岡
氏
の
言
う
「
表
現
論」
な
ど
を
含
む)
を、
新

た
な
意
味
で
の
「
文
章
論」
と
し
て 、
そ
の
開
拓
に
挑
戦
す
る
読
者
が
現
れ
れ

ば 、
そ
れ
は
金
同
氏
が
本
書
に
托
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
本
懐
と
な
る
も
の
で
あ

ろ
う 。
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本
書
の
書
評
の
依
頼
を
受
け
て
か
ら
心
な
ら
ず
も
多
く
の
日
を
閲
し
て
し
ま

っ
た 。
誠
に
申
し
訳
な
く

思
う
と
と
も
に 、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
本
稿
を
先
輩
の

御
霊
に
俸
げ
た
い
と
思
う 。

||甲
南女
子
大
学
教
授
||

(
平
成
四
年
九
月
四
日

受
理)

評) r文章についての国語学的研究j〔書
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